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（
経
済
産
業
委
員
会
）

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

閣
法
第
四
八
号

衆

（

）（

議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
促
進
に
よ
る
国
民
経
済
の
一
層
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
大
規
模
会
社
の
株
式
保

有
総
額
の
制
限
の
廃
止
等
を
行
う
と
と
も
に
、
書
類
の
送
達
規
定
等
に
つ
い
て
規
定
の
整
備
を
図
り
、
併
せ
て
法
人
等
に
対
す

る
罰
金
の
額
を
引
き
上
げ
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

会
社
に
よ
る
株
式
保
有
の
制
限
に
関
す
る
改
正

１

事
業
支
配
力
が
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
会
社
の
設
立
の
禁
止
等

現
行
の
持
株
会
社
設
立
の
禁
止
規
定
を
事
業
支
配
力
が
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
と
な
る
会
社
の
設
立
等
を
禁
止
す
る
規

定
に
改
め
る
。

２

大
規
模
会
社
の
株
式
保
有
総
額
の
制
限
の
廃
止

大
規
模
会
社

資
本
額
が
三
百
五
十
億
円
以
上
又
は
純
資
産
額
が
千
四
百
億
円
以
上
の
金
融
業
以
外
の
株
式
会
社

が

（

）

、

自
己
資
本
額
又
は
純
資
産
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
を
超
え
て
、
他
の
国
内
の
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
又
は
所
有
す
る
こ
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と
を
禁
止
す
る
規
定
を
廃
止
す
る
。

３

銀
行
及
び
保
険
会
社
の
議
決
権
保
有
の
制
限

金
融
会
社
が
他
の
国
内
の
会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の
五
％
（
保
険
会
社
は
十
％
）
を
超
え
て
保
有
す
る
こ
と
の
禁
止

規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
規
制
の
対
象
を
銀
行
業
と
保
険
業
の
み
と
す
る
。

二

書
類
の
送
達
規
定
等
に
つ
い
て
の
規
定
の
整
備
及
び
法
人
等
に
対
す
る
罰
金
の
上
限
額
の
引
上
げ
に
関
す
る
改
正

１

書
類
の
送
達
規
定
の
整
備

送
達
す
べ
き
書
類
は
、
独
占
禁
止
法
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

(１)

書
類
の
送
達
に
つ
い
て
、
民
事
訴
訟
法
第
百
八
条
（
外
国
に
お
け
る
送
達
）
等
の
規
定
を
新
た
に
準
用
す
る
。

(２)

送
達
を
受
け
る
べ
き
者
の
住
所
、
居
所
そ
の
他
送
達
を
す
べ
き
場
所
が
知
れ
な
い
場
合
等
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委

(３)
員
会
が
公
示
送
達
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

２

既
往
の
違
反
行
為
に
対
す
る
措
置
規
定
の
対
象
行
為
の
追
加

独
占
禁
止
法
違
反
行
為
が
既
に
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
違
反
行
為
が
排

除
さ
れ
た
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
違
反
行
為
と
し
て
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
一
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定
の
事
業
分
野
に
お
け
る
事
業
者
の
数
の
制
限
行
為
等
を
加
え
る
。

３

法
人
等
に
対
す
る
罰
金
の
上
限
額
の
引
上
げ

私
的
独
占
、
不
当
な
取
引
制
限
等
の
違
反
に
つ
い
て
、
法
人
等
に
対
す
る
罰
金
の
上
限
額
を
五
億
円
に
引
き
上
げ
る
。

三

そ
の
他

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
二
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
。


